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１．施設等の存在及び供用（焼却施設の稼働に伴う煙突排ガス）における高拡散条件

での予測結果（短期予測［逆転層］）

本編、表 7.1.76 に記載の最高濃度の条件設定（煙突高さ 59m、逆転層発生時での風向 SW）につい

て、大気汚染物質が拡散される条件として、大気安定度 A とした場合での予測結果を以下に示す。

予測結果より、本編記載の条件（大気安定度 C）と比較して、最大着地濃度地点及び拡散範囲が変

化するものの、最大着地濃度は大気安定度 Cでの予測値よりも低くなると予測された。

表 1 施設等の存在及び供用（焼却施設の稼働に伴う煙突排ガス）における高拡散条件での

予測結果（短期予測（逆転層））

備考)大気安定度 C は、本編記載の条件設定のうち、高濃度となりやすい気象条件下（大気安定度が不安定の時）での最

高濃度条件である。

逆転層
(ﾌｭﾐｹﾞｰｼｮﾝ）

SW C 約1,400m 0.00424 0.00924

逆転層
(ﾌｭﾐｹﾞｰｼｮﾝ）

SW A 約700m 0.00237 0.00737

逆転層
(ﾌｭﾐｹﾞｰｼｮﾝ）

SW C 約1,400m 0.00741 0.02141

逆転層
(ﾌｭﾐｹﾞｰｼｮﾝ）

SW A 約700m 0.00414 0.01814

逆転層
(ﾌｭﾐｹﾞｰｼｮﾝ）

SW C 約1,400m 0.00212 0.07212

逆転層
(ﾌｭﾐｹﾞｰｼｮﾝ）

SW A 約700m 0.00118 0.07118

逆転層
(ﾌｭﾐｹﾞｰｼｮﾝ）

SW C 約1,400m 0.00657 0.00727

逆転層
(ﾌｭﾐｹﾞｰｼｮﾝ）

SW A 約700m 0.00367 0.00437
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図 1(1) 焼却施設の稼働による二酸化硫黄濃度分布[単位：ppm]

(短期予測（逆転層） 煙突高 59m 上段：大気安定度 A 下段：大気安定度 C）



資料-3

図 1(2) 焼却施設の稼働による二酸化窒素濃度分布[単位：ppm]

(短期予測（逆転層） 煙突高 59m 上段：大気安定度 A 下段：大気安定度 C）
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図 1(3) 焼却施設の稼働による浮遊粒子状物質濃度分布[単位：mg/m3]

(短期予測（逆転層） 煙突高 59m 上段：大気安定度 A 下段：大気安定度 C）
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図 1(4) 焼却施設の稼働による塩化水素濃度分布[単位：ppm]

(短期予測（逆転層） 煙突高 59m 上段：大気安定度 A 下段：大気安定度 C）
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２．既往文献における動植物リスト

別表 2.1（1）文献で確認されている種子植物・シダ植物の一覧
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別表 2.1（2）文献で確認されている種子植物・シダ植物の一覧
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別表 2.1（3）文献で確認されている種子植物・シダ植物の一覧
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別表 2.1（4）文献で確認されている種子植物・シダ植物の一覧
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別表 2.1（5）文献で確認されている種子植物・シダ植物の一覧
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別表 2.1（6）文献で確認されている種子植物・シダ植物の一覧
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別表 2.1（7）文献で確認されている種子植物・シダ植物の一覧
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別表 2.1（8）文献で確認されている種子植物・シダ植物の一覧
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別表 2.1（9）文献で確認されている種子植物・シダ植物の一覧
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別表 2.1（10）文献で確認されている種子植物・シダ植物の一覧
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別表 2.1（11）文献で確認されている種子植物・シダ植物の一覧
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別表 2.1（12）文献で確認されている種子植物・シダ植物の一覧
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別表 2.1（13）文献で確認されている種子植物・シダ植物の一覧
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別表 2.1（14）文献で確認されている種子植物・シダ植物の一覧
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別表 2.1（15）文献で確認されている種子植物・シダ植物の一覧
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別表 2.1（16）文献で確認されている種子植物・シダ植物の一覧
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別表 2.1（17）文献で確認されている種子植物・シダ植物の一覧
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別表 2.1（18）文献で確認されている種子植物・シダ植物の一覧
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別表 2.1（19）文献で確認されている種子植物・シダ植物の一覧

※1 種名の配列は原則として「令和 3 年度河川水辺の国勢調査のための生物種リスト」(2021 年 8月 10 日更新）に準拠した。

※2 収集・整理した文献は、以下に示すとおりである。文献の前に付した番号が表中の文献番号に対応する。
1.長崎県の生物（平成元年 8月、長崎県生物学会）

2.新長崎市史（平成 25年 3 月、長崎市）
3.グリーンデータ 長崎県自然環境ガイドブック長崎市周辺（平成 9年 3 月、長崎県生活環境部自然保護課）
4.ふるさとの自然観察ガイド（昭和 63年 3 月、長崎県生物学会）

5.長崎県植物誌（平成 27年 9 月、長崎新聞社）
6.長崎県レッドデータブック 2011 ながさきの希少な野生動植物【普及版】（平成 24 年 3月、長崎県レッドデータブック編集委員
会 長崎県環境部自然環境課）

7.長崎市レッドデータブック改訂版（平成 24年 3 月、長崎市市民局環境部）
8.長崎県植物誌ノート（31-43）：以下の文献を一括してとりまとめた。

長崎県植物誌ノート（31）（長崎県生物学会誌 No.64（2008）中西 弘樹）

長崎県植物誌ノート（32）（長崎県生物学会誌 No.65（2009）中西 弘樹）
長崎県植物誌ノート（33）（長崎県生物学会誌 No.66（2009）中西 弘樹）
長崎県植物誌ノート（34）（長崎県生物学会誌 No.67（2010）中西 弘樹）

長崎県植物誌ノート（35）（長崎県生物学会誌 No.68（2011）中西 弘樹）
長崎県植物誌ノート（36）（長崎県生物学会誌 No.69（2011）中西 弘樹）
長崎県植物誌ノート（37）（長崎県生物学会誌 No.70（2012）中西 弘樹）

長崎県植物誌ノート（38）（長崎県生物学会誌 No.71（2012）中西 弘樹）
長崎県植物誌ノート（39）（長崎県生物学会誌 No.72（2013）中西 弘樹）
長崎県植物誌ノート（40）（長崎県生物学会誌 No.73（2013）中西 弘樹）

長崎県植物誌ノート（41）（長崎県生物学会誌 No.74（2014）中西 弘樹）
長崎県植物誌ノート（42）（長崎県生物学会誌 No.75（2014）中西 弘樹）
長崎県植物誌ノート（43）（長崎県生物学会誌 No.76（2015）中西 弘樹）

9.長崎県産野生生物拾遺（3,4）：以下の文献を一括してとりまとめた。
長崎県産野生生物拾遺（3）（長崎県生物学会誌 No.71（2012）千々布 義朗）
長崎県産野生生物拾遺（4）（長崎県生物学会誌 No.74（2014）千々布 義朗）
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10.新長崎県植物誌ノート（長崎県植物誌補遺 1-4）：以下の文献を一括してとりまとめた。

新長崎県植物誌ノート（長崎県植物誌補遺）（長崎県生物学会誌 No.78（2016）中西 弘樹）
新長崎県植物誌ノート（長崎県植物誌補遺）2（長崎県生物学会誌 No.80（2017）中西 弘樹）
新長崎県植物誌ノート（長崎県植物誌補遺）3（長崎県生物学会誌 No.82（2018）中西 弘樹）

新長崎県植物誌ノート（長崎県植物誌補遺）4（長崎県生物学会誌 No.84（2019）中西 弘樹）
11.長崎ペンギン水族館のビオトープにおける水生動物群集（長崎県生物学会誌 No.75（2014）大串 俊太郎）
12.アコウの巨木と天然記念物－長崎県を中心として（長崎県生物学会誌 No.86（2020）中西 弘樹）

13.新長崎県植物誌ノート（長崎県植物誌補遺）5（長崎県生物学会誌 No.86（2020）中西 弘樹）
14.新長崎県植物誌ノート（長崎県植物誌補遺）6（長崎県生物学会誌 No.87（2020）中西 弘樹）
15.トヨラクサイチゴ（Rubus×toyorensis Koidz.)長崎県に発見（長崎県生物学会誌 No.87（2020）中西 弘樹）

16.新長崎県植物誌ノート（長崎県植物誌補遺）7（長崎県生物学会誌 No.88（2021）中西 弘樹）

※3 重要な種の選定基準：重要な種は、以下に示す a～f により指定された種について選定し、指定されたカテゴリを記載した。

a.「文化財保護法」（昭和 25年法律第 214 号）、「長崎県文化財保護条例」(昭和 36 年 3 月長崎県条例第 16号)、「長崎市文化財保
護条例」(昭和 43 年 3月長崎市条例第 6 号)に基づき指定された種（天然記念物（国天）及び特別天然記念物（特天））

b.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4 年法律第 75 号）に基づき定められた国内希少野生動植物

種（国内）
c.「長崎県未来につながる環境を守り育てる条例」(令和 2年 3 月、長崎県環境部自然環境課）に基づき定められた指定種
d．環境省レッドリスト 2020(環境省 令和 2 年報道発表資料)の掲載種

EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R+EN：絶滅危惧Ⅰ類、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

e．長崎県レッドリスト 2022(令和 4 年 3月、長崎県県民生活環境部自然環境課)の掲載種

EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

f．長崎市レッドリスト(絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト)(平成 30 年 3 月、長崎市環境部)の掲載種

EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足
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別表 2.2 文献で確認されている哺乳類の一覧

※1 種名の配列は原則として「令和 3 年度河川水辺の国勢調査のための生物種リスト」(2021 年 8月 10 日更新）に準拠した。

※2 収集・整理した文献は、以下に示すとおりである。文献の前に付した番号が表中の文献番号に対応する。
1.長崎県の生物（平成元年 8月、長崎県生物学会）
2.新長崎市史（平成 25年 3 月、長崎市）

3.グリーンデータ 長崎県自然環境ガイドブック長崎市周辺（平成 9年 3 月、長崎県生活環境部自然保護課）
4.ふるさとの自然観察ガイド（昭和 63年 3 月、長崎県生物学会）
5.長崎県の哺乳類（平成 23 年 1月、長崎新聞社）

6.第 2 回自然環境保全基礎調査 動植物分布図 長崎県（昭和 56年、環境庁）
7.長崎県レッドデータブック 2011 ながさきの希少な野生動植物【普及版】（平成 24 年 3月、長崎県レッドデータブック編集委
員会 長崎県環境部自然環境課）

8.長崎市レッドデータブック改訂版（平成 24年 3 月、長崎市市民局環境部）
9.長崎県産野生生物拾遺（3）（長崎県生物学会誌 No.71（2012）千々布 義朗）
10.長崎県産野生生物拾遺（4）（長崎県生物学会誌 No.74（2014）千々布 義朗）

11.長崎県におけるキツネの目撃記録 2 例（長崎県生物学会誌 No.78（2016）深川 元太郎 ）

※3 重要な種の選定基準：重要な種は、以下に示す a～f により指定された種について選定し、指定されたカテゴリを記載した。

a.「文化財保護法」（昭和 25年法律第 214 号）、「長崎県文化財保護条例」(昭和 36 年 3 月長崎県条例第 16号)、「長崎市文化財保
護条例」(昭和 43 年 3月長崎市条例第 6 号)に基づき指定された種（天然記念物（国天）及び特別天然記念物（特天））

b.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4 年法律第 75 号）に基づき定められた国内希少野生動植物

種（国内）
c.「長崎県未来につながる環境を守り育てる条例」(令和 2年 3 月、長崎県環境部自然環境課）に基づき定められた指定種
d．環境省レッドリスト 2020(環境省 令和 2 年報道発表資料)の掲載種

EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R+EN：絶滅危惧Ⅰ類、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

e．長崎県レッドリスト 2022(令和 4 年 3月、長崎県県民生活環境部自然環境課)の掲載種

EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

f．長崎市レッドリスト(絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト)(平成 30 年 3 月、長崎市環境部)の掲載種

EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足
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別表 2.3（1）文献で確認されている鳥類の一覧
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別表 2.3（2）文献で確認されている鳥類の一覧
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別表 2.3（3）文献で確認されている鳥類の一覧
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別表 2.3（4）文献で確認されている鳥類の一覧

※1 種名の配列は原則として「令和 3 年度河川水辺の国勢調査のための生物種リスト」(2021 年 8月 10 日更新）に準拠した。

※2 収集・整理した文献は、以下に示すとおりである。文献の前に付した番号が表中の文献番号に対応する。
1.長崎県の生物（平成元年 8月、長崎県生物学会）

2.新長崎市史（平成 25年 3 月、長崎市）
3.グリーンデータ 長崎県自然環境ガイドブック長崎市周辺（平成 9年 3 月、長崎県生活環境部自然保護課）
4.ふるさとの自然観察ガイド（昭和 63年 3 月、長崎県生物学会）

5.長崎県の野鳥（平成 7 年 5月、長崎県自然保護協会）
6.長崎県レッドデータブック 2011 ながさきの希少な野生動植物【普及版】（平成 24 年 3月、長崎県レッドデータブック編集委
員会 長崎県環境部自然環境課）

7.長崎市レッドデータブック改訂版（平成 24年 3 月、長崎市市民局環境部）
8.2011 年初頭の長崎市川原大池におけるオシドリの状況（長崎県生物学会誌 No.68（2011）村田 孝道）
9.長崎ペンギン水族館のビオトープにおける水生動物群集（長崎県生物学会誌 No.75（2014）大串 俊太郎）

10.黒崎永田湿地自然公園における動物群集（長崎県生物学会誌 No.75（2014）大串 俊太郎）
11.長崎市樺島でオオジュウイチ（カッコウ目カッコウ科）を確認（長崎県生物学会誌 No.88（2021）宮﨑 八州雄）
12.長崎市樺島町でバンケン（カッコウ目カッコウ科）を確認（長崎県生物学会誌 No.88（2021）宮﨑 八州雄）

13.ヒメカッコウ（カッコウ目カッコウ科）の九州本土初記録（長崎県生物学会誌 No.88（2021）宮﨑 八州雄）

※3 重要な種の選定基準：重要な種は、以下に示す a～f により指定された種について選定し、指定されたカテゴリを記載した。

a.「文化財保護法」（昭和 25年法律第 214 号）、「長崎県文化財保護条例」(昭和 36 年 3 月長崎県条例第 16号)、「長崎市文化財保
護条例」(昭和 43 年 3月長崎市条例第 6 号)に基づき指定された種（天然記念物（国天）及び特別天然記念物（特天））

b.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4 年法律第 75 号）に基づき定められた国内希少野生動植物

種（国内）
c.「長崎県未来につながる環境を守り育てる条例」(令和 2年 3 月、長崎県環境部自然環境課）に基づき定められた指定種
d．環境省レッドリスト 2020(環境省 令和 2 年報道発表資料)の掲載種

EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R+EN：絶滅危惧Ⅰ類、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

e．長崎県レッドリスト 2022(令和 4 年 3月、長崎県県民生活環境部自然環境課)の掲載種

EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

f．長崎市レッドリスト(絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト)(平成 30 年 3 月、長崎市環境部)の掲載種

EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足
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別表 2.4 文献で確認されている爬虫類の一覧

※1 種名の配列は原則として「令和 3 年度河川水辺の国勢調査のための生物種リスト」(2021 年 8月 10 日更新）に準拠した。

※2 収集・整理した文献は、以下に示すとおりである。文献の前に付した番号が表中の文献番号に対応する。
1.長崎県の生物（平成元年 8月、長崎県生物学会）

2.新長崎市史（平成 25年 3 月、長崎市）
3.グリーンデータ 長崎県自然環境ガイドブック長崎市周辺（平成 9年 3 月、長崎県生活環境部自然保護課）
4.ふるさとの自然観察ガイド（昭和 63年 3 月、長崎県生物学会）

5.長崎県の両生・爬虫類（平成 17年 3 月、長崎新聞社）
6.長崎県レッドデータブック 2011 ながさきの希少な野生動植物【普及版】（平成 24 年 3月、長崎県レッドデータブック編集委
員会 長崎県環境部自然環境課）

7.長崎市レッドデータブック改訂版（平成 24年 3 月、長崎市市民局環境部）
8.長崎県産野生生物拾遺（3）（長崎県生物学会誌 No.71（2012）千々布 義朗）
9.長崎市岩屋山における両生爬虫類 3 種の観察例（長崎県生物学会誌 No.73（2013）松尾 公則・中浜 直之）

10.長崎ペンギン水族館のビオトープにおける水生動物群集（長崎県生物学会誌 No.75（2014）大串 俊太郎）
11.黒崎永田湿地自然公園における動物群集（長崎県生物学会誌 No.75（2014）大串 俊太郎）

※3 重要な種の選定基準：重要な種は、以下に示す a～f により指定された種について選定し、指定されたカテゴリを記載した。
a.「文化財保護法」（昭和 25年法律第 214 号）、「長崎県文化財保護条例」(昭和 36 年 3 月長崎県条例第 16号)、「長崎市文化財保

護条例」(昭和 43 年 3月長崎市条例第 6 号)に基づき指定された種（天然記念物（国天）及び特別天然記念物（特天））

b.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4 年法律第 75 号）に基づき定められた国内希少野生動植物
種（国内）

c.「長崎県未来につながる環境を守り育てる条例」(令和 2年 3 月、長崎県環境部自然環境課）に基づき定められた指定種

d．環境省レッドリスト 2020(環境省 令和 2 年報道発表資料)の掲載種
EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R+EN：絶滅危惧Ⅰ類、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

e．長崎県レッドリスト 2022(令和 4 年 3月、長崎県県民生活環境部自然環境課)の掲載種
EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

f．長崎市レッドリスト(絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト)(平成 30 年 3 月、長崎市環境部)の掲載種
EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足



資料-32

別表 2.5 文献で確認されている両生類の一覧

※1 種名の配列は原則として「令和 3 年度河川水辺の国勢調査のための生物種リスト」(2021 年 8月 10 日更新）に準拠した。

※2 収集・整理した文献は、以下に示すとおりである。文献の前に付した番号が表中の文献番号に対応する。
1.長崎県の生物（平成元年 8月、長崎県生物学会）

2.新長崎市史（平成 25年 3 月、長崎市）
3.グリーンデータ 長崎県自然環境ガイドブック長崎市周辺（平成 9年 3 月、長崎県生活環境部自然保護課）
4.ふるさとの自然観察ガイド（昭和 63年 3 月、長崎県生物学会）

5.長崎県の両生・爬虫類（平成 17年 3 月、長崎新聞社）
6.第 2 回自然環境保全基礎調査 動植物分布図 長崎県（昭和 56年、環境庁）
7.長崎県レッドデータブック 2011 ながさきの希少な野生動植物【普及版】（平成 24 年 3月、長崎県レッドデータブック編集委

員会 長崎県環境部自然環境課）
8.長崎市レッドデータブック改訂版（平成 24年 3 月、長崎市市民局環境部）
9.長崎市岩屋山における両生爬虫類 3 種の観察例（長崎県生物学会誌 No.73（2013）松尾 公則・中浜 直之）

10.長崎大学文教キャンパスにおけるニホンヒキガエルの繁殖行動と越冬場所（長崎県生物学会誌 No.74（2014）日隅 徳子・大
庭 伸也）
11.長崎ペンギン水族館のビオトープにおける水生動物群集（長崎県生物学会誌 No.75（2014）大串 俊太郎）

12.黒崎永田湿地自然公園における動物群集（長崎県生物学会誌 No.75（2014）大串 俊太郎）

※3 重要な種の選定基準：重要な種は、以下に示す a～f により指定された種について選定し、指定されたカテゴリを記載した。

a.「文化財保護法」（昭和 25年法律第 214 号）、「長崎県文化財保護条例」(昭和 36 年 3 月長崎県条例第 16号)、「長崎市文化財保
護条例」(昭和 43 年 3月長崎市条例第 6 号)に基づき指定された種（天然記念物（国天）及び特別天然記念物（特天））

b.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4 年法律第 75 号）に基づき定められた国内希少野生動植物

種（国内）
c.「長崎県未来につながる環境を守り育てる条例」(令和 2年 3 月、長崎県環境部自然環境課）に基づき定められた指定種
d．環境省レッドリスト 2020(環境省 令和 2 年報道発表資料)の掲載種

EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R+EN：絶滅危惧Ⅰ類、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

e．長崎県レッドリスト 2022(令和 4 年 3月、長崎県県民生活環境部自然環境課)の掲載種

EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

f．長崎市レッドリスト(絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト)(平成 30 年 3 月、長崎市環境部)の掲載種

EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足
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別表 2.6 文献で確認されている魚類の一覧

※1 種名の配列は原則として「令和 3 年度河川水辺の国勢調査のための生物種リスト」(2021 年 8月 10 日更新）に準拠した。

※2 収集・整理した文献は、以下に示すとおりである。文献の前に付した番号が表中の文献番号に対応する。
1.長崎県の生物（平成元年 8月、長崎県生物学会）

2.新長崎市史（平成 25年 3 月、長崎市）
3.グリーンデータ 長崎県自然環境ガイドブック長崎市周辺（平成 9年 3 月、長崎県生活環境部自然保護課）
4.ふるさとの自然観察ガイド（昭和 63年 3 月、長崎県生物学会）

5.長崎県レッドデータブック 2011 ながさきの希少な野生動植物【普及版】（平成 24 年 3月、長崎県レッドデータブック編集委
員会 長崎県環境部自然環境課）
6.長崎市レッドデータブック改訂版（平成 24年 3 月、長崎市市民局環境部）

7.ヒナハゼ（ハゼ科魚類）の生活史研究（長崎県生物学会誌 No.64（2008）道津 喜衛・深川 元太郎・ 田 隆男・濱崎 将
臣）
8. 長崎ペンギン水族館のビオトープにおける水生動物群集（長崎県生物学会誌 No.75（2014）大串 俊太郎）

※3 重要な種の選定基準：重要な種は、以下に示す a～f により指定された種について選定し、指定されたカテゴリを記載した。
a.「文化財保護法」（昭和 25年法律第 214 号）、「長崎県文化財保護条例」(昭和 36 年 3 月長崎県条例第 16号)、「長崎市文化財保

護条例」(昭和 43 年 3月長崎市条例第 6 号)に基づき指定された種（天然記念物（国天）及び特別天然記念物（特天））
b.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4 年法律第 75 号）に基づき定められた国内希少野生動植物

種（国内）

c.「長崎県未来につながる環境を守り育てる条例」(令和 2年 3 月、長崎県環境部自然環境課）に基づき定められた指定種
d．環境省レッドリスト 2020(環境省 令和 2 年報道発表資料)の掲載種

EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R+EN：絶滅危惧Ⅰ類、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、

NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群
e．長崎県レッドリスト 2022(令和 4 年 3月、長崎県県民生活環境部自然環境課)の掲載種

EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、

NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群
f．長崎市レッドリスト(絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト)(平成 30 年 3 月、長崎市環境部)の掲載種

EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、

NT：準絶滅危惧、DD：情報不足
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別表 2.7（1）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（2）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（3）文献で確認されている昆虫類の一覧



資料-37

別表 2.7（4）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（5）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（6）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（7）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（8）文献で確認されている昆虫類の一覧



資料-42

別表 2.7（9）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（10）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（11）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（12）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（13）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（14）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（15）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（16）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（17）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（18）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（19）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（20）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（21）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（22）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（23）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（24）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（25）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（26）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（27）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（28）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（29）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（30）文献で確認されている昆虫類の一覧



資料-64

別表 2.7（31）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（32）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（33）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（34）文献で確認されている昆虫類の一覧



資料-68

別表 2.7（35）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（36）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（37）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（38）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（39）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（40）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（41）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（42）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（43）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（44）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（45）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（46）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（47）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（48）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（49）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（50）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（51）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（52）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（53）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（54）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（55）文献で確認されている昆虫類の一覧
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別表 2.7（56）文献で確認されている昆虫類の一覧

※1 種名の配列は原則として「令和 3 年度河川水辺の国勢調査のための生物種リスト」(2021 年 8月 10 日更新）に準拠した。

※2 収集・整理した文献は、以下に示すとおりである。文献の前に付した番号が表中の文献番号に対応する。
1.長崎県の生物（平成元年 8月、長崎県生物学会）

2.新長崎市史（平成 25年 3 月、長崎市）
3.グリーンデータ 長崎県自然環境ガイドブック長崎市周辺（平成 9年 3 月、長崎県生活環境部自然保護課）
4.ふるさとの自然観察ガイド（昭和 63年 3 月、長崎県生物学会）

5.長崎県本土の有剣ハチ類（平成 29 年 11 月、山元 宣征）
6.第 2 回自然環境保全基礎調査 動植物分布図 長崎県（昭和 56年、環境庁）
7.長崎県レッドデータブック 2011 ながさきの希少な野生動植物【普及版】（平成 24 年 3月、長崎県レッドデータブック編集委

員会 長崎県環境部自然環境課）
8.長崎市レッドデータブック改訂版（平成 24年 3 月、長崎市市民局環境部）
9.長崎県の蝶類の現状（長崎県生物学会誌 No.65（2009）峰 正隆）

10.長崎市休耕田ビオトープにおけるカ科およびその天敵水生昆虫（長崎県生物学会誌 No.67（2010）大庭 伸也・松尾 公則・
高木 正洋）

11.長崎ペンギン水族館のビオトープで発見されたエサキアメンボの生態（長崎県生物学会誌 No.70（2012）大串 俊太郎）

12.長崎総合科学大学内の一時的水域で採集されたコガタノゲンゴロウ（長崎県生物学会誌 No.73（2013）大串 俊太郎）
13.長崎ペンギン水族館のビオトープに生息する直翅類の記録（長崎県生物学会誌 No.73（2013）大串 俊太郎）
14.長崎県におけるシジミガムシ属の記録（長崎県生物学会誌 No.75（2014）大串 俊太郎・大庭 伸也・深川 元太郎）
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15.長崎ペンギン水族館のビオトープにおける水生動物群集（長崎県生物学会誌 No.75（2014）大串 俊太郎）

16.黒崎永田湿地自然公園における動物群集（長崎県生物学会誌 No.75（2014）大串 俊太郎）
17.長崎県におけるコカブトムシの追加記録（長崎県生物学会誌 No.75（2014）大串 俊太郎）
18.長崎県におけるヒサゴクサキリの追加記録（長崎県生物学会誌 No.75（2014）大串 俊太郎）

19.長崎県本土の水生甲虫類（コツブゲンゴロウ科・ゲンゴロウ科・ミズスマシ科・ホソガムシ科・ダルマガムシ科・ガムシ科）
の記録（長崎県生物学会誌 No.76（2015）深川 元太郎 ）

20.長崎県のコガシラミズムシ科について（長崎県生物学会誌 No.78（2016）松尾 照男・深川 元太郎）

21.チュウガタシロカネグモの網にいたハエ,イトカメムシ,およびゴミグモの一種の網にいたアリ（長崎県生物学会誌 No.86
（2020）野口 大介）

22.こがねむし（No.73-86）：以下の文献を一括してとりまとめた。

九州におけるヨツモンカメノコハムシの分布拡大について（こがねむし 第 73号（2008）長崎昆虫研究会）
長崎県産チョウ類採集・確認記録（こがねむし 第 74 号（2008）長崎昆虫研究会）
長崎県産および各地のコメツキムシ科甲虫類の記録（こがねむし 第 74号（2008）長崎昆虫研究会）

カバマダラの記録（こがねむし 第 74号（2008）長崎昆虫研究会）
「長崎県本土の蛾類」以降の記録（こがねむし 第 74 号（2008）長崎昆虫研究会）
2006 年～2008 年長崎県の迷蝶（こがねむし 第 75号（2009）長崎昆虫研究会）

2009 年長崎県の迷蝶（こがねむし 第 75 号（2009）長崎昆虫研究会）
2006 年～2008 年「長崎県 RDB」の蝶（こがねむし 第 75 号（2009）長崎昆虫研究会）
2009 年「長崎県 RDB」の蝶（こがねむし 第 75 号（2009）長崎昆虫研究会）

長崎県の昆虫数種（トンボ・ガ・チョウ）の記録（こがねむし 第 75 号（2009）長崎昆虫研究会）
2008～9 年長崎県の蝶の記録―長崎昆虫研究会 CC メールより―（こがねむし 第 75号（2009）長崎昆虫研究会）
クロマダラソテツシジミ 2008 年野母崎で大発生（こがねむし 第 75 号（2009）長崎昆虫研究会）

長崎県の大型水生カメムシ類の記録 2（こがねむし 第 76 号（2010）長崎昆虫研究会）
長崎県におけるヤエヤマニセツツマグソコガネの採集例（こがねむし 第 76 号（2010）長崎昆虫研究会）
長崎県におけるニセマグソコガネの採集例（こがねむし 第 76 号（2010）長崎昆虫研究会）

長崎市内よりマルマグソコガネの再録（こがねむし 第 76号（2010）長崎昆虫研究会）
2007 年～2009 年 長崎県の蝶（こがねむし 第 76号（2010）長崎昆虫研究会）
2010 年「長崎県 RDB」の蝶（こがねむし 第 76 号（2010）長崎昆虫研究会）

2010 年の長崎県の迷蝶（こがねむし 第 76 号（2010）長崎昆虫研究会）
昆虫展「長崎の虫はすごい！」の記録（こがねむし 第 77号（2012）長崎昆虫研究会）
長崎市彦山とその周辺の甲虫類（2009-2010）―彦山虫採り散歩で得られた甲虫の季節変動など―（こがねむし 第 77号

（2012）長崎昆虫研究会）
蝶の異常事例 2題（こがねむし 第 77号（2012）長崎昆虫研究会）
マーキングしたアサギマダラの移動記録（こがねむし 第 77 号（2012）長崎昆虫研究会）

2011 年の長崎県の迷蝶（こがねむし 第 77 号（2012）長崎昆虫研究会）
2011 年「長崎県 RDB」の蝶（こがねむし 第 77 号（2012）長崎昆虫研究会）
長崎県におけるヨツモンカタキバゴミムシの記録（こがねむし 第 77 号（2012）長崎昆虫研究会）

ヨツバコガネを長崎市で採集（こがねむし 第 77 号（2012）長崎昆虫研究会）
白昼にビルのテラスに飛来する鞘翅目の調査（こがねむし 第 77号（2012）長崎昆虫研究会）
長崎市内よりトゲニセマグソコガネ初記録（こがねむし 第 77 号（2012）長崎昆虫研究会）

長崎県のコガタノゲンゴロウ採集記録（こがねむし 第 78号（2012）長崎昆虫研究会）
長崎市と五島市におけるホソケシマグソコガネの記録（こがねむし 第 78 号（2012）長崎昆虫研究会）
長崎市彦山とその周辺の甲虫類（2011）―彦山虫採り散歩（2）で得られた甲虫の 2010 年度との比較―（こがねむし 第 78

号（2012）長崎昆虫研究会）
長崎県におけるナガゴミムシ類の採集記録（こがねむし 第 78 号（2012）長崎昆虫研究会）
長崎県西彼杵郡のオオキノコムシ科 2 種の採集例（こがねむし 第 78 号（2012）長崎昆虫研究会）

屋外での外国産クワガタムシ死体の拾得例（こがねむし 第 78 号（2012）長崎昆虫研究会）
長崎県のコオニヤンマ幼虫の記録（こがねむし 第 78 号（2012）長崎昆虫研究会）
ナガサキアゲハ有尾型と白斑発達型を採集（こがねむし 第 78 号（2012）長崎昆虫研究会）

アカギカメムシの集団発生（こがねむし 第 78 号（2012）長崎昆虫研究会）
サキアメンボ長崎市黒崎永田湿地自然公園にも産す（こがねむし 第 78号（2012）長崎昆虫研究会）
ハッカハムシ採集記（こがねむし 第 79 号（2014）長崎昆虫研究会）

大野原でキスジコガネを採集（こがねむし 第 79 号（2014）長崎昆虫研究会）
畑作業の中で多数見つかったスジビロウドコガネ（こがねむし 第 79 号（2014）長崎昆虫研究会）
長崎県へのブタクサハムシの侵入時期（こがねむし 第 79号（2014）長崎昆虫研究会）

2013 年シーズン終盤の甲虫（こがねむし 第 79 号（2014）長崎昆虫研究会）
長崎市彦山とその周辺の甲虫類（2012）―彦山虫採り散歩（3）と新たな 2か所ほかで得られた甲虫（こがねむし 第 79 号
（2014）長崎昆虫研究会）

長崎県の Megabiston 属について（こがねむし 第 79 号（2014）長崎昆虫研究会）
長崎県のキイロエダシャク類について（こがねむし 第 79号（2014）長崎昆虫研究会）
西彼杵半島でのカツラネクイハムシとキアシネクイハムシその後（こがねむし 第 80号（2015）長崎昆虫研究会）

長崎市愛宕山とその周辺の甲虫類（2013）―愛宕山虫採り散歩と畑（北浦）の周辺で得られた甲虫―（こがねむし 第 80 号
（2015）長崎昆虫研究会）

長崎県におけるゲンゴロウ科 3 種の記録（こがねむし 第 80 号（2015）長崎昆虫研究会）

長崎市におけるセスジゲンゴロウ属の採集記録（こがねむし 第 80 号（2015）長崎昆虫研究会）
長崎県におけるガムシ属 2 種の記録（こがねむし 第 80 号（2015）長崎昆虫研究会）
長崎県の大型水生カメムシ類の記録 3（こがねむし 第 80 号（2015）長崎昆虫研究会）

長崎県におけるエサキアメンボの追加記録（こがねむし 第 80 号（2015）長崎昆虫研究会）
長崎県未記録、及び県本土未記録の蛾類 2（こがねむし 第 80 号（2015）長崎昆虫研究会）
2012～2014 年の長崎県の迷蝶（こがねむし 第 80 号（2015）長崎昆虫研究会）

2012～2014 年「長崎県 RDB」の蝶（こがねむし 第 80 号（2015）長崎昆虫研究会）
長崎市近郊のミズイロオナガシジミ（こがねむし 第 80 号（2015）長崎昆虫研究会）
西彼杵半島の甲虫相（こがねむし 第 81 号（2016）長崎昆虫研究会）
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島原半島産甲虫覚え書き 4―主として FIT による 2013 年～2015 年の成果―（こがねむし 第 82 号（2017）長崎昆虫研究

阿比留巨人さん最後の虫取り散歩―長崎市北浦、愛宕山とその周辺で得られた甲虫類（2014）―（こがねむし 第 82 号
（2017）長崎昆虫研究会）

標本箱を整理して―未報告の甲虫類とその山地―（こがねむし 第 82 号（2017）長崎昆虫研究会）

西彼杵半島産キアシネクイハムシ 2 題（こがねむし 第 82 号（2017）長崎昆虫研究会）
長崎市式見牧場付近の昆虫相Ⅱ（こがねむし 第 82号（2017）長崎昆虫研究会）
スジグロシロチョウを長崎市市街地で目撃（こがねむし 第 82 号（2017）長崎昆虫研究会）

五島市富江町でのミズイロオナガシジミの発見（こがねむし 第 83 号（2018）長崎昆虫研究会）
2015～2017 年「長崎県 RDB」の蝶（こがねむし 第 83 号（2018）長崎昆虫研究会）
2015～2017 年の長崎県の迷蝶（こがねむし 第 83 号（2018）長崎昆虫研究会）

アサギマダラの再捕獲（こがねむし 第 83 号（2018）長崎昆虫研究会）
アサギマダラを夏季に長崎市街地で採集（こがねむし 第 83 号（2018）長崎昆虫研究会）
長崎県本土産のハチ目広腰亜目（こがねむし 第 83号（2018）長崎昆虫研究会）

およそ 40～50 年前に採集された有剣ハチ類（こがねむし 第 83号（2018）長崎昆虫研究会）
甲虫類の長崎県内新産地と追加記録（こがねむし 第 83 号（2018）長崎昆虫研究会）
日本最初となったクロトビイロカメムシの記録（こがねむし 第 84 号（2019）長崎昆虫研究会）

1993-2018 年の長崎市付近の迷蝶その他の記録（こがねむし 第 84 号（2019）長崎昆虫研究会）
長崎県南部のカンタンの記録（こがねむし 第 84 号（2019）長崎昆虫研究会）
長崎市および周辺のスジグロシロチョウの記録（こがねむし 第 84 号（2019）長崎昆虫研究会）

柴原克己氏から預かった蛾の同定結果（こがねむし 第 84号（2019）長崎昆虫研究会）
長崎県本土産有剣蜂類の記録の更新（こがねむし 第 85 号（2020）長崎昆虫研究会）
長崎市の異翅半翅類目録（1）（こがねむし 第 85 号（2020）長崎昆虫研究会）

2010 年-2019 年の長崎市近郊の迷蝶の記録（こがねむし 第 85 号（2020）長崎昆虫研究会）
2018～2020 年「長崎県 RDB」の蝶（こがねむし 第 86 号（2021）長崎昆虫研究会）
2020 年の迷蝶（こがねむし 第 86 号（2021）長崎昆虫研究会）

長崎県本土産のハバチ類について―記録の訂正と追加―（こがねむし 第 86 号（2021）長崎昆虫研究会）
長崎市内におけるオオクワガタの採集例（こがねむし 第 86 号（2021）長崎昆虫研究会）
長崎市内でスギ腐朽材からクロタマムシが発生（こがねむし 第 86 号（2021）長崎昆虫研究会）

トマト支柱竹から発生した甲虫 2種（こがねむし 第 86 号（2021）長崎昆虫研究会）
長崎県のトゲアリとチクシトゲアリの記録（こがねむし 第 86 号（2021）長崎昆虫研究会）

※3 重要な種の選定基準：重要な種は、以下に示す a～f により指定された種について選定し、指定されたカテゴリを記載した。
a.「文化財保護法」（昭和 25年法律第 214 号）、「長崎県文化財保護条例」(昭和 36 年 3 月長崎県条例第 16号)、「長崎市文化財保

護条例」(昭和 43 年 3月長崎市条例第 6 号)に基づき指定された種（天然記念物（国天）及び特別天然記念物（特天））

b.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4 年法律第 75 号）に基づき定められた国内希少野生動植物
種（国内）

c.「長崎県未来につながる環境を守り育てる条例」(令和 2年 3 月、長崎県環境部自然環境課）に基づき定められた指定種

d．環境省レッドリスト 2020(環境省 令和 2 年報道発表資料)の掲載種
EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R+EN：絶滅危惧Ⅰ類、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

e．長崎県レッドリスト 2022(令和 4 年 3月、長崎県県民生活環境部自然環境課)の掲載種
EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

f．長崎市レッドリスト(絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト)(平成 30 年 3 月、長崎市環境部)の掲載種
EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足
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別表 2.8（1）文献で確認されているクモ類の一覧
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別表 2.8（2）文献で確認されているクモ類の一覧
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別表 2.8（3）文献で確認されているクモ類の一覧

※1 種名の配列は原則として「令和 3 年度河川水辺の国勢調査のための生物種リスト」(2021 年 8月 10 日更新）に準拠した。

※2 収集・整理した文献は、以下に示すとおりである。文献の前に付した番号が表中の文献番号に対応する。
1.長崎県の生物（平成元年 8月、長崎県生物学会）

2.長崎県レッドデータブック 2011 ながさきの希少な野生動植物【普及版】（平成 24 年 3月、長崎県レッドデータブック編集委
員会 長崎県環境部自然環境課）

3.長崎市におけるキシノウエトタテグモの記録（長崎県生物学会誌 No.64（2008）奥村 賢一）

4.黒崎永田湿地自然公園における動物群集（長崎県生物学会誌 No.75（2014）大串 俊太郎）
5.長崎県でのセアカゴケグモの発見（長崎県生物学会誌 No.80（2017）奥村 賢一）
6.長崎県産クモ類レッドリスト選定種の現況（長崎県生物学会誌 No.85（2019）奥村 賢一）

7.長崎市で採集された雌ジグモ毒液の GC/MS 測定とワスレナグモ（クモ目：ジグモ科）住居の発見（長崎県生物学会誌 No.85
（2019）野口 大介）

8.チュウガタシロカネグモの網にいたハエ,イトカメムシ,およびゴミグモの一種の網にいたアリ（長崎県生物学会誌 No.86

（2020）野口 大介）

※3 重要な種の選定基準：重要な種は、以下に示す a～f により指定された種について選定し、指定されたカテゴリを記載した。

a.「文化財保護法」（昭和 25年法律第 214 号）、「長崎県文化財保護条例」(昭和 36 年 3 月長崎県条例第 16号)、「長崎市文化財保
護条例」(昭和 43 年 3月長崎市条例第 6 号)に基づき指定された種（天然記念物（国天）及び特別天然記念物（特天））

b.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4 年法律第 75 号）に基づき定められた国内希少野生動植物

種（国内）
c.「長崎県未来につながる環境を守り育てる条例」(令和 2年 3 月、長崎県環境部自然環境課）に基づき定められた指定種
d．環境省レッドリスト 2020(環境省 令和 2 年報道発表資料)の掲載種

EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R+EN：絶滅危惧Ⅰ類、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

e．長崎県レッドリスト 2022(令和 4 年 3月、長崎県県民生活環境部自然環境課)の掲載種

EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

f．長崎市レッドリスト(絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト)(平成 30 年 3 月、長崎市環境部)の掲載種

EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足
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別表 2.9 文献で確認されている甲殻類の一覧

※1 種名の配列は原則として「令和 3 年度河川水辺の国勢調査のための生物種リスト」(2021 年 8月 10 日更新）に準拠した。

※2 収集・整理した文献は、以下に示すとおりである。文献の前に付した番号が表中の文献番号に対応する。
1.長崎県の生物（平成元年 8月、長崎県生物学会）

2.新長崎市史（平成 25年 3 月、長崎市）
3.長崎県レッドデータブック 2011 ながさきの希少な野生動植物【普及版】（平成 24 年 3月、長崎県レッドデータブック編集委
員会 長崎県環境部自然環境課）

4.長崎市レッドデータブック改訂版（平成 24年 3 月、長崎市市民局環境部）
5.長崎市休耕田ビオトープにおけるカ科およびその天敵水生昆虫（長崎県生物学会誌 No.67（2010）大庭 伸也・松尾 公則・
高木 正洋）

6.長崎総合科学大学内の一時的水域で採集されたコガタノゲンゴロウ（長崎県生物学会誌 No.73（2013）大串 俊太郎）
7.長崎県におけるシジミガムシ属の記録（長崎県生物学会誌 No.75（2014）大串 俊太郎・大庭 伸也・深川 元太郎）
8.長崎ペンギン水族館のビオトープにおける水生動物群集（長崎県生物学会誌 No.75（2014）大串 俊太郎）

9.2020 年に長崎県で確認されたオヨギピンノの群泳（長崎県生物学会誌 No.87（2020）玉田 亮太）

※3 重要な種の選定基準：重要な種は、以下に示す a～f により指定された種について選定し、指定されたカテゴリを記載した。

a．文化財保護法（昭和 25 年法律第 214 号）、「長崎県文化財保護条例」(昭和 36 年 3 月長崎県条例第 16 号)、「長崎市文化財保護
条例」(昭和 43 年 3 月長崎市条例第 6 号)に基づき指定された種（天然記念物（国天）及び特別天然記念物（特天））

b．絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成 4 年法律第 75号）に基づき定められた国内希少野生動植物種

（国内）
c.「長崎県未来につながる環境を守り育てる条例」(令和 2年 3 月、長崎県環境部自然環境課）に基づき定められた指定種
d．環境省レッドリスト 2020(環境省 令和 2 年報道発表資料)の掲載種

EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R+EN：絶滅危惧Ⅰ類、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

e．長崎県レッドリスト 2022(令和 4 年 3月、長崎県県民生活環境部自然環境課)の掲載種

EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

f．長崎市レッドリスト(絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト)(平成 30 年 3 月、長崎市環境部)の掲載種

EX：絶滅、EW ：野生絶滅、C R：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、DD：情報不足
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３．植生調査票

別表 3(1) 植生調査票（Ｑ１）

+ イヌビワ
+ ムラサキシキブ

+ マテバシイ
+ アラカシ

+ ヤブムラサキ
+ タイミンタチバナ

コバンモチ
1・1 アラカシ
1・1 ネズミモチ

+ ネズミモチ
1・1 モクタチバナ

階層 被度・群度 和 名 階層 被度・群度 和 名

1・1 モクタチバナ
+ クスノキ 1・1 オオカグマ

Ⅰ
+ ヤブムラサキ

Ⅲ .低 木層 モクタチバナ 3 20 3

Ⅳ .草本層 ウラジロ 0.5 50 -

Ⅰ .高木層 ヒノキ 15 80 26

Ⅱ .亜 高木層コバンモチ 8 40 6

群落名 スギ・ヒノキ植林

階層構造 優 占 種 高さ (ｍ) 植被率（％） 胸高直径(ｃｍ)

環境 樹林 土湿 適 土性 砂壌土

地形 斜面中 方位 N 30E 傾 斜 30°

距離(㎞) - 位 置 -

コ ドラ ー ト番号 Q 1 概略面積 20×20ｍ

年月日 2020年10月6日

河川名 - 市町村名 長崎市

Ⅱ

Ⅳ

Ⅲ

1・1 モクタチバナ

+ イヌマキ
+ ハマニンドウ
+ アカメガシワ

5・5 ヒノキ 1・1 ウラジロ

2・2
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別表 3(2) 植生調査票（Ｑ２）

年月日 2020年10月6日

河川名 - 市町村名 長崎市

地形 斜面下 方位 S20W 傾 斜 50°

距離(㎞) - 位 置 -

コ ドラ ー ト番号 Q 2 概略面積 15×15ｍ

群落名 アカメガシワ群落

階層構造 優 占 種 高さ (ｍ) 植被率（％） 胸高直径(ｃｍ)

環境 樹林 土湿 乾 土性 砂壌土（瓦礫あり）

Ⅰ .高木層 - - - -

Ⅱ .亜 高木層アカメガシワ 10 60 10

階層 被度・群度 和 名 階層 被度・群度 和 名

Ⅲ .低 木層 トウコマツナギ 4 60 1

Ⅳ .草本層 イノコヅチ 0.5 60 -

+ イヌビワ + ナキリスゲ
+ コオニユリ

Ⅱ

3・3 アカメガシワ

Ⅳ

1・1 イノコヅチ
+ ハゼノキ 1・1 イヌタデ

+ アカメガシワ
3・3 トウコマツナギ + スイカズラ
2・2

+ クズ + ツユクサ
+ シャリンバイ + スイバ

アカメガシワ + ネズミモチ
+ アラカシ + ヘクソカズラ

+ イヌビワ + セイタカアワダチソウ
+ ノイバラ + カタバミ
+

+ ハゼノキ
+ ヤブムラサキ

ヤブカラシ + ノイバラ
+ マサキ + ススキ

+ ムラサキシキブ
+ イヌビワ

Ⅲ
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別表 3(3) 植生調査票（Ｑ３）

年月日 2020年10月6日

河川名 - 市町村名 長崎市

地形 平地 方位 - 傾 斜 -

距離(㎞) - 位 置 -

コ ドラ ー ト番号 Q 3 概略面積 3×3ｍ

群落名 ススキ群落

階層構造 優 占 種 高さ (ｍ) 植被率（％） 胸高直径(ｃｍ)

環境 草地 土湿 適 土性 不明（埋立地）

Ⅰ .高木層 - - - -

Ⅱ .亜 高木層- - - -

階層 被度・群度 和 名 階層 被度・群度 和 名

Ⅲ .低 木層 - - - -

Ⅳ .草本層 ススキ 2 100 -

+ クズ
+ タンキリマメ

5・5 ススキ
1・1 セイタカアワダチソウ

+ ヨモギ

Ⅳ
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別表 3(4) 植生調査票（Ｑ４）

年月日 2020年10月6日

河川名 - 市町村名 長崎市

地形 斜面中 方位 Ｓ 傾 斜 20°

距離(㎞) - 位 置 -

コ ドラ ー ト番号 Q 4 概略面積 15×15ｍ

群落名 カラスザンショウ-アカメガシワ群落

階層構造 優 占 種 高さ (ｍ) 植被率（％） 胸高直径(ｃｍ)

環境 樹林 土湿 適 土性 不明（埋立地）

Ⅰ .高木層 カラスザンショウ 13 80 25

Ⅱ .亜 高木層アカメガシワ 9 60 7

階層 被度・群度 和 名 階層 被度・群度 和 名

Ⅲ .低 木層 アカメガシワ 3 40 2

Ⅳ .草本層 アカメガシワ 0.5 10 -

+ クズ
+ コセンダングサ

4・4 カラスザンショウ

Ⅳ

2・2 アカメガシワ
1・1 アカメガシワ 1・1 クサイチゴ

1・1 ネムノキ + タチツボスミレ
+ クマノミズキ + イノモトソウ

+ イノコヅチ
3・3 アカメガシワ + ヨモギ

2・2 アカメガシワ
+ トウネズミモチ

+ ツルコウゾ + イシカグマ
+ クズ + フユイチゴ

+ ムベ
+ マサキ

+ イヌビワ
+ ヒサカキ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ
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別表 3(5) 植生調査票（Ｑ５）

年月日 2020年10月6日

河川名 - 市町村名 長崎市

地形 斜面中 方位 S50W 傾 斜 30°

距離(㎞) - 位 置 -

コ ドラ ー ト番号 Q 5 概略面積 20×20ｍ

群落名 シイ・カシ二次林（スダジイ群落）

階層構造 優 占 種 高さ (ｍ) 植被率（％） 胸高直径(ｃｍ)

環境 樹林 土湿 適 土性 砂壌土（瓦礫あり）

Ⅰ .高木層 スダジイ 16 100 48

Ⅱ .亜 高木層アラカシ 8 30 5

階層 被度・群度 和 名 階層 被度・群度 和 名

Ⅲ .低 木層 タイミンタチバナ 3 20 1

Ⅳ .草本層 オオカグマ 0.6 10 -

+ ヤマモモ + タイミンタチバナ
+ クロキ + クロキ

3・3 スダジイ

Ⅳ

1・1 オオカグマ
1・1 アラカシ + ベニシダ

+ クスノキ + タブノキ
+ ハゼノキ
+ タブノキ

1・1 アラカシ
1・1 タイミンタチバナ
+

1・1 タイミンタチバナ

カクレミノ
+ モッコク

+ イヌマキ
+ ヤブツバキ

+ シリブカガシ
+ カゴノキ

+ イヌビワ
+ クチナシ

+ スダジイ
+ ネズミモチ

オオカグマ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

+
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別表 3(6) 植生調査票（Ｑ６）

年月日 2020年10月6日

河川名 - 市町村名 長崎市

地形 斜面中 方位 S30E 傾 斜 20°

距離(㎞) - 位 置 -

コ ドラ ー ト番号 Q 6 概略面積 20×20ｍ

群落名 シイ・カシ二次林（ツブラジイ群落）

階層構造 優 占 種 高さ (ｍ) 植被率（％） 胸高直径(ｃｍ)

環境 樹林 土湿 適 土性 砂壌土（石あり）

Ⅰ .高木層 ツブラジイ 14 100 17

Ⅱ .亜 高木層イヌビワ 1 30 3

階層 被度・群度 和 名 階層 被度・群度 和 名

Ⅲ .低 木層 ネズミモチ 2 5 1

Ⅳ .草本層 オオカグマ 0.4 5 -

5・5 ツブラジイ

Ⅳ

1・1 オオカグマ
1・1 クリ + フモトシダ

+ ササクサ
1・1 イヌビワ + コチヂミザサ

+ ハゼノキ + イヌビワ
+ ハマニンドウ

+ ネズミモチ
+ クロキ

ヤブツバキ
+ ツルグミ

1・1 ネズミモチ
1・1 タイミンタチバナ
+

+ クチナシ
+ ヤブニッケイ
+

+ リンボク
+ アラカシ

サザンカ
+ イヌビワ

+ ハクサンボク

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ
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別表 3(7) 植生調査票（Ｑ７）

年月日 2020年10月6日

河川名 - 市町村名 長崎市

地形 斜面中 方位 S80E 傾 斜 30°

距離(㎞) - 位 置 -

コ ドラ ー ト番号 Q 7 概略面積 10×10ｍ

群落名 落葉広葉樹林（イヌビワ群落）

階層構造 優 占 種 高さ (ｍ) 植被率（％） 胸高直径(ｃｍ)

環境 樹林 土湿 乾 土性 砂壌土（瓦礫多い）

Ⅰ .高木層 クマノミズキ 13 10 15

Ⅱ .亜 高木層イヌビワ 8 15 10

階層 被度・群度 和 名 階層 被度・群度 和 名

Ⅲ .低 木層 イヌビワ 6 90 4

Ⅳ .草本層 オニヤブソテツ 0.8 80 -

1・1 イシカグマ
+ ヨウシュイボタ

Ⅰ

1・1 クマノミズキ

Ⅳ

2・2 オニヤブソテツ
1・1 ノイバラ

+ ムクノキ

Ⅱ

1・1 イヌビワ + アケビ
+

+ ナワシロイチゴ
+ コゴメスゲ

ネズミモチ + クサギ
+ クロキ + シロダモ

+ アカメガシワ
+ ツルコウゾ

クズ
+ ノブドウ
+

+ ネズミモチ
+ クロキⅢ

4・4 イヌビワ
+ ホルトノキ
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別表 3(8) 植生調査票（Ｑ８）

年月日 2020年10月6日

河川名 - 市町村名 長崎市

地形 斜面中（岩盤） 方位 S80E 傾 斜 40°

距離(㎞) - 位 置 -

コ ドラ ー ト番号 Q 8 概略面積 1×3ｍ

群落名 クズ群落

階層構造 優 占 種 高さ (ｍ) 植被率（％） 胸高直径(ｃｍ)

環境 岩場 土湿 - 土性 岩

Ⅰ .高木層 - - - -

Ⅱ .亜 高木層- - - -

階層 被度・群度 和 名 階層 被度・群度 和 名

Ⅲ .低 木層 クズ 2 30 1

Ⅳ .草本層 カラムシ 0.5 100 -

1・1 セイタカアワダチソウ
+ アケビ

Ⅲ

2・2 クズ
2・2 カラムシ

3・3 カラムシ
2・2

1・1 ツルソバ
+ カラスウリ

アケビ
2・2 ヨモギ

+ ツユクサ
+ ヘクソカズラ
+

+ クワクサ

タカサゴユリ
+ セイタカアワダチソウ

Ⅳ
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別表 3(9) 植生調査票（Ｑ９）

年月日 2020年10月6日

河川名 - 市町村名 長崎市

地形 平地 方位 - 傾 斜 -

距離(㎞) - 位 置 -

コ ドラ ー ト番号 Q 9 概略面積 10×10ｍ

群落名 ダンチク群落

階層構造 優 占 種 高さ (ｍ) 植被率（％） 胸高直径(ｃｍ)

環境 竹林 土湿 適 土性 不明（放棄畑地）

Ⅰ .高木層 - - - -

Ⅱ .亜 高木層- - - -

階層 被度・群度 和 名 階層 被度・群度 和 名

Ⅲ .低 木層 ダンチク 7 100 2

Ⅳ .草本層 カナムグラ 0.8 2 -

Ⅲ

5・5 ダンチク

Ⅳ

+ カナムグラ
+

+ クサギ

アケビ
+ クズ
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別表 3(10) 植生調査票（Ｑ１０）

年月日 2020年10月6日

河川名 - 市町村名 長崎市

地形 平地 方位 - 傾 斜 -

距離(㎞) - 位 置 -

コ ドラ ー ト番号 Q 10 概略面積 1×3ｍ

群落名 セイタカアワダチソウ群落

階層構造 優 占 種 高さ (ｍ) 植被率（％） 胸高直径(ｃｍ)

環境 草地 土湿 適 土性 不明（放棄畑地）

Ⅰ .高木層 - - - -

Ⅱ .亜 高木層- - - -

Ⅲ .低 木層 - - - -

Ⅳ -1.草本層H セイタカアワダチソウ 1.5 40 -

Ⅳ -2.草本層L クズ 0.5 100 -

階層 被度・群度 和 名 階層 被度・群度 和 名

Ⅳ -1

2・2 セイタカアワダチソウ
1・1 ススキ
+ クズ

セイタカアワダチソウ
1・1 ススキ

4・4 クズ
2・2

+ シラスゲ
+ ヨモギ

Ⅳ -2
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別表 3(11) 植生調査票（Ｑ１１）

年月日 2020年10月6日

河川名 - 市町村名 長崎市

地形 平地 方位 - 傾 斜 -

距離(㎞) - 位 置 -

コ ドラ ー ト番号 Q 11 概略面積 5×5ｍ

群落名 メダケ群落

階層構造 優 占 種 高さ (ｍ) 植被率（％） 胸高直径(ｃｍ)

環境 竹林 土湿 適 土性 砂壌土（瓦礫あり）

Ⅰ .高木層 - - - -

Ⅱ .亜 高木層- - - -

階層 被度・群度 和 名 階層 被度・群度 和 名

Ⅲ .低 木層 メダケ 4 100 0.8

Ⅳ .草本層 ホシダ 0.5 40 -

Ⅲ

5・5 メダケ
+ ネムノキ

Ⅳ

3・3 ホシダ
1・1

+ ヤブマメ
+ ミズヒキ

キンミズヒキ
+ セイタカアワダチソウ

+ イヌタデ
+ ナワシログミ

ヌスビトハギ
+ ナツフジ
+

+ ケチヂミザサ

+ ムラサキカタバミ
+ ヘクソカズラ

+ キツネノマゴ
+ カラムシ
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別表 3(12) 植生調査票（Ｑ１２）

年月日 2020年10月6日

河川名 - 市町村名 長崎市

地形 斜面中 方位 N 30E 傾 斜 30°

距離(㎞) - 位 置 -

コ ドラ ー ト番号 Q 12 概略面積 20×20ｍ

群落名 スギ・ヒノキ植林（スギ植林）

階層構造 優 占 種 高さ (ｍ) 植被率（％） 胸高直径(ｃｍ)

環境 樹林 土湿 適 土性 砂壌土

Ⅰ .高木層 スギ 15 100 18

Ⅱ .亜 高木層スダジイ 10 10 8

階層 被度・群度 和 名 階層 被度・群度 和 名

Ⅲ .低 木層 イヌビワ 5 40 3

Ⅳ .草本層 オオイワヒトデ 0.5 5 -

+ イワガネソウ
+ コバノカナワラビ

Ⅰ

5・5 スギ

Ⅳ

1・1 オオイワヒトデ
1・1 テイカカズラ

+ ツワブキ

Ⅱ

1・1 スダジイ + フウトウカズラ
+

+ ナガバジャノヒゲ
+ サネカズラ

テイカカズラ + ハマクサギ
+ フモトシダ

+ ネズミモチ
+ ヤマビワ

クロキ + カエデドコロ
+ ムクノキ
+

+ ヤブニッケイ
+ コバンモチⅢ

3・3 イヌビワ + ヤマビワ
1・1 スダジイ + ハナミョウガ
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別表 3(13) 植生調査票（Ｑ13）

Ⅲ

1・1 ミミズバイ
1・1 アラカシ

+ ナナミノキ
+ ハゼノキ

イヌビワ
+ ヤブツバキ
+

スダジイ
+

+ アラカシ

ハリギリ
+ アカメガシワ

+ アラカシⅠ

3・3 モウソウチク

Ⅳ

1・1 スダジイ
+ クスノキ + ヤブツバキ

Ⅱ

2・2

階層 被度・群度 和 名 階層 被度・群度 和 名

Ⅲ .低 木層 ミミズバイ 4 20 2

Ⅳ .草本層 スダジイ 0.3 5 -

Ⅰ .高木層 モウソウチク 10 60 12

Ⅱ .亜 高木層スダジイ 8 40 8

群落名 モウソウチク植林

階層構造 優 占 種 高さ (ｍ) 植被率（％） 胸高直径(ｃｍ)

環境 竹林 土湿 適 土性 砂壌土

地形 斜面中 方位 W 傾 斜 45°

距離(㎞) - 位 置 -

コ ドラ ー ト番号 Q 13 概略面積 10×10ｍ

年月日 2021年4月20日

河川名 - 市町村名 長崎市


